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關孝和著『三部抄』山路主住本の復元

小松彦三郎 (Hikosaburo Komatsu)

東京理科大学理学部 Faculty of Science, Science University of Tokyo

關孝和編の 「形見題之法」 「解隠題蝉吟」 「解即題之法」 は「三部抄」 と総称され、墨流の聖
典として代々引き継がれてきた。 これらは、勿論、平山諦、 下平和夫、広瀬秀雄の三瀬によって

編集され、 1974年大阪教育図書株式会社から出版された 『關孝和全集』に収録されている。
しかし、 日本科学史学会は 「『関孝和全集』の編纂内容には学術的に信頼できないものが多々

ある」 から 「関孝和に関する和算史の論文を書こうとするならば、『関孝和全集』だけに依拠し
て論を立てることは非常に危険です。 実際の写本、刊本を手にとって、 それらを参照して論を立

てなければ信用のおける論考は成立しません。 どの写本、 どこの本を参照したのかを明記し、史

料の内容を一字一句吟味して論を立てていく姿勢が求められます。 それが歴史的な論文を書く際
の必要最低限のルールです。」 という。 これは、 同学会機関誌「科学史研究」に投稿した後藤武

史と私の論文「\sim 7世紀日本と 18-19世紀西洋の行列式、 終結式及び判別式」が、 2002 年 II

下平編集委員会 (委員長 山崎正勝、委員 綾野博之、石山洋、井原聡、梶雅範、佐藤賢一、 中

村邦光、廣政直彦、 矢野道子) から掲載不可の判定を受けて返却されてきたときに付けられてき

た「審査結果」の一部である。 このあと見てゆくように 『関孝和全集』にはこのように論評され

ても仕方がない一面がある。従って、個々の研究者に対する戒めとしては分かる。 しかし、 これ

を論文掲載を拒否する理由とすることは不当と思い、 この 2年間同学会会長伊東俊太郎氏と交渉
してきた。伊東氏とのやりとりによれば、学会ではこのために対策委員会をつくり、 さらに複数

回全体委員会にかけて、今ではこれが学会の公式見解になっているようである。
前回 2003 年 8 月に開かれた研究集会「数学史の研究」ではこの問題をとりあげ、 私はそこで

掲載を拒否された論文を発表するとともに、 「科学史研究」編集委員会の 「審査結果」 に述べら

れているこの他の拒否理由も根拠がないことを述べた。 また、 直後に 「数学史論文におけるオリ

ジナリティとは何か」 と題する討論会を開き、数学者と数学史家を交え率直な意見交換を行った。
その結果、私としては、 同席した日本科学史学会会員の人々を含め、 この会の出席者から私の意

見に対して特に反論はなかったと判断したので、集会の後、編集委員会委員長山崎正勝氏に対し
書簡を送り、 改めて 「審査結果」 の書き直しを求めた。 以上について、詳しくは、 この会の記録

である数理解析研究所講究録 1392号 (2004年 9 月) を参照していただきたい。

この討論会で、数学者と数学史家の間で最初に一致をみた見解は、現在和算史研究において最
優先して行うべきは、基本的な史料についてしかるべき資料批判を経た信頼できる本を作成出版
することであるということであった。 ただし、和算を直接研究対象としている人と他の人々では
微妙に意見が異なり、専門でない人たちには、幾つかの代表的な異版をファクシミリで出版すれ
ば十分と考えている人もいた。 しかし、 和算資料について事はそのように単純でない。 まず、 異

版が他国の資料に比べて桁違いに多い。 しかも、和算研究はいわぼ趣味として個人的に行われた
ため、 権威ある版というものがない。例えば、 この「三部抄」 について、私が包括的に調査する

ことのできた図書館は、東北大学付属図書館、 宮城県図書館、東京大学総合図書館、 九州大学付

属図書館の四つだけであるが、 三つの 「法」 それぞれについて合計 23種以上の写本があり、 し

かも、 どの二つの写本をとっても同一のものはなかった。 また、一見したところでは、 どれが最

も信頼できる本か見極めることができない。 したがって、 日本科学史学会が正式に決定された

「必要最低限のルールを守るため」残されている全部の写本を調査するには今後どれだけの時間
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と経費をかけなければならないか分からない。 これについては、 現在、 科学研究費補助金、特定

領域研究「江戸のモノづくり」で年間 4億円の経費をかけて調査しているという佐藤賢一氏の成
果を期待したい (佐藤賢一 : 「江戸のモノづくり」 プロジェクト, 「科学」 73(2003), $\mathrm{p}\mathrm{p}.732-$

$735$. 余計なことであるが、 ここには 「一尺 $=33.3\mathrm{c}\mathrm{m}$」 という表現が二回でてくる)。

しかし、 この調査結果が発表され、更に日本科学史学会が公認する新しい關全集が出版される
まで、 關に関する研究が一切発表できないのでは困るので、 ここでは、 關流和算の事実上の開祖
であった山路主耀 $(1704\sim 1772)$ が晩年に見題免許、 隠題免許および伏題免許を与えた際に書き
写させた山路本を復元して一般の用に供したい。
この復元本を作る直接の動機となったのは、 2004年 2 月に行った東北大学付属図書館収蔵の

三部抄全数調査の際、 松永貞辰 (1751\sim 1795) の自署花押と日付の入った写本を発見したことで
ある。 「明治前日本数学史」 によれば、松永貞辰は山形新庄の生まれで、始め同郷の安島直圓に

ついて学び、 後に安島のすすめで江戸に遊学、 山路主住について明和 $7(1770\rangle$ 年 12 月 8 日に心
墨、 解題、伏題免許を授けられたという。 「倉見題母法」 と「書軸題之法」 の写本の日付はそれ

ぞれ明和 6 年 4 月 22 日と同 26 日である。 残念ながら 「解組題之法」 には日付がないが、 同じ

頃に写されたものと推定できる。 これらは、 日付の入った写本の写しではなく、 その写本を作っ

た日付として確実な中で私の知る限り最も古い。調査は、 私が予め作ってあった仮りの校本と比
較して異同を記録する形で行ったが、松永本は最も異同が少ない本の一つでもあった。
三部抄は關孝和が書いたものの写しと信じられているが、 これははなはだ疑わしい。 關全集の
「解見題之法」解題には「量見題之法の写本、十数部のうち年紀のあるものは未だ見ないが」 と

あるが、東北大学蔵本を含めて少なからざる写本に「享保丙午歳四月望前五日」 の年記がある。
これは關の没後 18年経った 1728年の日付で、 全集の編者はこれを不合理と考えて無視したの
であろう。東北大学にはわざわざこの部分に線を引いて消したものが複数ある。宮城県図書館に
納められている質業前傳第 93 巻の 「解唱題」ではその後に 「主輪爲之」 と続くから、 これは山

路主簿が現在の形に編集し終えた日付と考えるのが自然である。
同様に、 「解隠題之法」 も「貞享乙丑八月戊申日上書」 という關が存命中の 1685年の年記の

後に 「寛保癸亥四月丙午生再写之 連貝軒」 と山路が編集した 1743 年の日付を記した年記があ
るのが本来の形であったと思われる。
「解伏図之法」 の年記は「天和癸亥重陽日重訂書」 という 1683年のものだけであるが、 この

本も山路の手が加わっていないとは言えない。掲載不可の判定を受けたわれわれの論文で論じた
ように、 この本には大きくいって二つの問題点がある。一つは 5 次の行列式の展開に際し 「建直
乗」 の符号が間違っていることであり、 もう一つは 4次迄の行列式を実際に展開してみせたと考
えられてきた表とそれに続いて書かれている 5 つまでの文字の最初の文字を固定する偶順列全体
の表との関係が分からないことである。 これはもっと根本的な問題、 なぜこのようにすれば二つ
の代数方程式から一つの未知数を消去した方程式が得られるのかという問題ともからんでくる。
最初の問題点について、われわれは 4次迄の結果がそのまま 5 次以上にも通用すると考えた關の
早とちりによる間違いであると判断し、 そのままでは救いようがないので単純な 「図星乗」 に代
わる新しい積の取り方を提案した。 また、後の問題点に対しては、 關の後だれかが 4次の行列式
の展開表の配列順序を変えてしまったために混乱が起きたと判断した。 この表は元来、 14丁上
の四つの次ぎに 14, 5 丁にまたがる上の四つがきて、 17丁で 「換四式」 と題されている 「斜乗
図」 を作る。 次は 14丁下の四つの次ぎに 15丁上の四つがきて、 これを 「換四式」 に「交式」
にある真ん中の偶順列を、 「式」 ではなく 「級」 に施した結果とみる。 最後に残った 14, 5 丁に
またがる下の四つと 15 丁下の四つは「換四式」 に「交式」 にある下の偶順列を 「級」 に施した
結果とみた。 このように解釈すれば、 5次以上の行列式の展開にも無理なく拡張することができ、
更に、 一連の計算の結果が未知数を消去したものになることも自然に分かるというのがわれわれ
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の論文の内容である。 この錯乱は、 この表がもともと横に長く書かれていたのを、紙数を減らす
ため上下二段組に編集した過程で起きたことではなかったかと想像している。

1683年は山路主住の生まれる前であるから、 もし年記がこの 「改訂」が行われた日付である
とするならば、 山路に責任はない。 あるいは、 建部兄弟の一人なのかもしれない。後藤と私は

1998年より關と建部賢明、賢弘兄弟の共著「大成算纒」全 20巻を始めから読み始めたのであ

るが、 第 3巻の適話方級法、 すなわち代数方程式の判別式の理論に到って第 I7巻の消去法を読
まざるを得なくなった。そして相当な努力をしたつもりであるが、 そこに書かれている方法は手

続きとして正しいとしても、 そのままでは何故未知数を消去した結果を与えるかどうしても理解
することができなかった。それが「面伏題之法」を読んでみると、手続きとしては間違っていて

も、 必要な訂正をすれば素直に理解できる。 そして、 消去の一般論を最初に作った人は世界中ど
こでも同じ道をたどったに違いないと確信し、高木貞治の 「代数學講義」 の最終章の記述をたよ

りに、 ヨーロッパの文献を後から遡って行ってたどり着いたのがベズーの原論文であった。私は
「解綬題之法」の重訂者も「大成算経」第 17巻の編者も關の理論を理解していなかったと思う。
いずれも關の原「解伏工之法」の校訂本の一種である。 このことは、校訂者は理解できなかった

箇所について恣意的な 「改訂」 をすることを決してしてはならないという教訓を与えている。

三部抄の内 「解止雨滴法」 は、 研究代表者の特権を行使して、 前回の研究集会の上記報告集の

付録として既に出版した。「解伏題話法」に関する限り、『關孝和全集』の誤りは 「BJ を「己」

と誤植した一字に過ぎず、 「科学史研究」編集委員会の 「審査結果」 はこの点について全く根拠

がないことを証明すると共に、読者がわれわれの論文を、 同じく付録として再録した編集委員会
委員佐藤賢一氏の論文「関孝和の行列式の再検討」 (「科学史・科学哲学」第 11 巻 $\langle$ 1993), $\mathrm{p}\mathrm{p}$.
3-13) と比較対照する際の便宜を図るためであった。
例えば、佐藤氏はこの論文で「『算経』によって我々が言うところの 「行列式」の導出に関す

る問題は全て解決されたはずである。 ところが後の和算家が探求したものは 『平伏題之法」」 の

「交式」 と「就眠」についての解釈であった。関と建部兄弟が既に捨ててしまった解法について、
いわば「無駄な努力」 を彼らは惜しまなかった。 」 と椰心し、正統関流の和算家に『算経』が普

及していなかったことにその理由を求めている。 しかし、 その冷笑の対象となっている菅野元健

は現在東京理科大学に収蔵されている 「大成素謡」 の [少なくとも最初の部分の]写筆者であるか

ら、 当然第 17巻も読んだはずである。 その菅野が余命幾ばくもないと自覚した 1798年に著し
た三つの著作で行ったのは「解伏題画法」 にある 4次の行列式の展開式 [と数学史家がよび、 実

際は消去が行われていることを示す関] の計算を、 5 次、 6次と続けて、 それから帰納的に正し
い消去の方法を確立しようとするものであった。 菅野もわれわれ同様「大成算経」は理解不能と

判断し、 「解伏題論法」にもどって消去の理論を再建しようとしたのである。 「実際の写本」 を

見ればすぐに分かるこの先人の努力を罵倒するものは、 『算出』 によって消去の理論は完成した
という自らの言明を、 「現代的な数式で解釈をしただけ」ではなく、 「どの写本、 どこの本を参

照したのかを明記し、史料の内容を一字一句吟味して」明確に立証する義務がある。できなけれ

ば、 自説を否定する論文を書くか、数学史家であることを辞めるべきである。山崎正勝氏を委員

長とした『科学史研究』編集委員会および伊東俊太郎氏を会長とする日本科学史学会も連帯して
同じ義務を負っていると私は考えている。

ここに掲載するのは残りの「解心心之法」 と「解隠題之法」 の山路主住本の復元と、底本およ

び「關全集」 との校異であるが、 2004年 8 月 27 日に行った表題の講演ではむしろ、 会場で配

布した 「日本科学史学会「科学史研究」編集委員会委員長山崎正勝殿宛書簡」 $\text{、}$
私の朱書が入っ

た上記佐藤賢一氏の論文、 「『訓諭題之法』山路主住本の復元と 『関孝和全集』 との比較」 およ
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び「あとがき」の四つの文書の説明のために殆んどの時間を費やした。 これらは上述のように数

理解析研究所講究録 I392巻に付録として掲載した。 佐藤氏、 『科学史研究」」編集委員会、 また

は日本科学史学会が上記の義務を果たした場合には「『解出題筆法』山路主住本の復元」を除い

て撤回し、 「解見題之法」 と「解隠題絶秀」の山路主群本の復元についても論ずる予定にしてい
たのであるが、残念ながらこの義務は果たされなかった。今に至るも果たされていない。 この付

録の出版と、実際には発表しなかった復元本を今回出版するのは、研究代表者の越権と言われて
も仕方がないが、 われわれは既に 2年間も根拠のない理由によって 「 $17$ 世紀日本と 18-19世
紀西洋の行列式、終結式及び判別式」 の出版を遅らせられてきたことに免じて許して頂きたい。
なお言い訳をするならぼ、残りの復元本も紙に手書きしたものはできていたのであるが、私が

使っていたワードプロセッサーの能力不足できれいな幻刷ができなかった。 「野伏題之法」で

JIS規格の第一、 第二水準に入らない文字は、 天球上の月の場所を示す二十八宿の第三番「底」
のみであり、 これは 「氏」 に線を書き加えるだけで処理することができた。 しかし、 「解織題之

法」 と「解隠題筆法」ではそれが数限りなくあって処理に困って頓挫していた。

実は、 東京理科大学理学研究科理数教育専攻の私の研究室では 1998年 4 月から 「大成算輕」
の研究を始め、 院生一人に 1\sim 2巻を割り当てて読解研究をするかたわら校訂本も作ってもらっ
ている。 「大成算 $\#_{\backslash \mathit{4}}^{T}${」 の写本の質は一般的にみて 「三部抄」 などよりはるかに悪く、校訂をしな
ければ読むこともできなかったためである。私の知る限り、 これは 「大成算纒」 について最初の

試みであり、後進の研究にも役立たせるために校本の版下作成も要求した。以下、修士修了者の
修了年月、氏名、修士論文題名、校訂本を作った 「大成算脛」の巻名、校本印刷に使用したフォ
ントとワープロを列挙する :

2000. 3, 後藤武史、大成算纒の前集の研究、 第 1 巻「五技」 . $\mathrm{G}\mathrm{T}$ フォント暫定版、TeX.
2000. 3, 岩下啓史、 元豫、寳永、享保時代の円周と土塁計算 \sim 大成算 $\#\pi\grave{\mathit{4}}$巻之十二を中心とし

て、 第 12 巻「形率」 $\text{、}\mathrm{G}\mathrm{T}$ フォント暫定版、 TeX.
2002. 3, 原田美樹、 大成算輕における日用術の研究、 第 8, 9巻「日用術」. $\mathrm{G}\mathrm{T}$ フォント、

欣 cel.

2003. 3, 若林和明、 大成算纒巻之七及びその周辺の研究、第 7巻「聚撒」 . $\mathrm{G}\mathrm{T}$ フォント、

Excel $\text{と}$ PowerPoint.
2004. 3, 尾崎文秋、大成算脛巻之四の研究、 第 4巻「三要」. $\mathrm{G}\mathrm{T}$ フォント、 Excel.
2004. 3, 小出浩貴、 大成算経巻之五・巻之六の研究、 第 5, 6巻「象法」 . $\mathrm{G}\mathrm{T}$ フォント、

Excel.
最後に修了予定者として

2005. 3, 柏原信一郎、大成算輕の研究 \sim 巻之十六及び伏題について\sim 、第 16巻「題融着」 $\text{、}$

ヒラギノ明朝 $\mathrm{P}\mathrm{r}\mathrm{o}_{\text{、}}$ InDesign $\mathrm{C}8$ .
がいる。 これらの論文はおおよそ校訂本版下 100 ページ、校訂記録 20 ページ、読み下し 15 ペー
ジ、 内容紹介 20ページに著者の考察を加えた 200ページの労作で、 これに先行する和算あるい
は中国数学との比較を加えれば博士論文として十分に通用するものになると私は思っている。 新
しい発見や新解釈はそのつど数理解析研究所の研究集会「数学史の研究」シリーズとその講究録
で発表してきた。

ここで $\mathrm{G}\mathrm{T}$ フォントというのは東京大学文学部の田村毅教授が代表者となり日本学術振興会未
来開拓学術研究推進事業として開発されたフォント・セットである。 1999年に発表された暫定
版では 64000字、 翌年には 66773 字に拡充されて正式発表された。 「世界のありとあらゆる文
字をコンピュータで処理できるようにしよう」 という意図のもと、 日本語表記に使われる漢字を
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網羅するように作られた。実際、 われわれの実績は、 このセットが大成算輕を印捌するのに十分

であることを示している。 2000年の時点ではこれに代るものは他になかった。 ただ、 この漢字

の等幅性を生かす適当なワードプロセッサーが見つからないままエクセルで代用してもらったが、
この入力は大変だったと思う。 しかし、 印字の質がいま一つであるし、 5年を経た今もなおこの
セットを本来の形でサポートする $\mathrm{O}\mathrm{S}$ が BTRON しかないのは残念である。

私自身はマイクロソフトのフォントも好きになれない方で、 マッキントッシュ OS8.6 にモリ

サワのリュウミン L-KL のフォントを入れて使ってきた。 「解伏題之法」 山路主住本の復元もこ

れで行い、 ワードプロセッサーとしては EGWORD $\mathrm{v}.11$ を用いた。 「解見証之法」 も $\mathrm{J}\mathrm{I}\mathrm{S}$ 規格

の文字を入力するところまでは済んでいたのであるが外字の扱いに困ったというところで話が元
に戻る。

時期は 2004年 4月頃である。 丁度その時、 マッキントッシュだから安全だと思っていた私の
コンピュータが外部から攻撃を受けて使えなくなってしまったのを機会に OSX のコンピュータ

に買い替えた。 そのおかげで「解像題之法」 は $\mathrm{O}\mathrm{S}$ に付いて来たヒラギノ明朝 $\mathrm{P}\mathrm{r}\mathrm{o}\mathrm{W}3$ と

EGW ORD v.14 で完成させることができた。
私を含めて多分多くの日本人が気づかない間に世界のコンピュータで扱える漢字はユニコード
として登録されたものに統一されていた。 日本人の使う漢字はその中の異体字として処理される
ようになっている。 中国は既に 20000字を標準字体として決めているが、 日本はまだ戦国時代

末期にあるようである。 その中で大日本スクリーン製造のヒラギノ Pro の 20317 グリフは和算

で用いられた漢字をほぼ全て含んでいる。
「解隠題之法」では Adobe社の DTP用ワープロソフト InDesign CS を用いた。 InDesign (よ

最初の修了生後藤君の頃に最初の版が売り出されたが、後藤君の評価では遅くて実用にならない
ということであった。 2004年 4 月はちょうどよい時期であったようである。 「大成算 $\#^{\{}\tau \mathit{4}$」校訂

本の作成を主な目的の一つとする科研費申請を始めてから数年間、 毎回不採択であったの力瓢 審

査希望部門を複合領域「科学技術史」から数物系科学「数学一般」に変えたおかげか採択になり、
科工費が実際に使えるようになった 9 月以来同じ組み合わせで校訂本の入力を仕直しているとこ
ろである。 これまでの経験ではヒラギノ Pro に入っていなかった字は斗 $=10$升を意味する fも

のみである。 これもここにあるように中国の宋体を使えば印字できる。
ところで、 宋版、 朝鮮版、 グーテンベルグ版から我が国の嵯峨本に至るまで、 それぞれの地域

の初期活字本は直接的には決して文化の普及を目的としたものではない。大切な古典が写されて
いくうちにくずれてしまったものを元の形に戻し、 テキストばかりでなく、字形、正字法の標準

も定めてそれ以後の写本の手本とすることに主な動機があった。その証拠に大変な手間をかけて
組んだ髪型にもかかわらず、 印刷された部数はせいぜい 100 程度と $\mathrm{A}s$ う信じられない少数であ

る。 これが嵯峨本の場合はさらに極端で、連綿体の仮名の活字を作るまでの苦労をしながら、 同

じ本は殆んど残っていないほどだそうである。
これまで和算の古典の校訂本が出版されなかったのは必ずしも研究者の怠慢とばかりはいえな

い。 組版に膨大な経費がかかり出版の目処が立たなかったのが彼らをたじろがせたのであろう。
外国資本とはいえ技術の進歩のおかげで、個人の力でそれができるようになったことを喜びたい。

露見題之法

1. 使用した写本

松永本:「解見通」東北大学付属図書館導車集書 649 松永文庫 2491.
巻末に「明和六年丑之四月廿二日写之畢」 という 1769 年の日付に続いて、 「松永氏貞辰」
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の自署と花押、 更に 「江戸於御屋敷写之ナリ」 と写した場所も書かれている。 「解隠題」
林集書 647 松永文庫 $2489_{\text{、}}$ 「解二二」林集書 648 松永文庫 2490 と兄弟本である

岡本本:「二見題」東北大学付属図書館蔵岡本文庫写 21/16944.

岡本則録の旧蔵書で西野奈良心素が寄贈した本の一つ。巻末に 「享保丙午歳四月望前五日」
という年記があり、 これを二重線で消してある。 これは 「解隠題」 岡本文庫写 22/

$16945_{\text{、}}$ 「二二題」岡本文庫写 23/16946 と兄弟本である。

「解見題法」 林集書 1354/1326 も岡本本とほぼ同一の本である。但し、第 6 丁の切籠の図は
四つの正方形と四つの正三角形が見えるもので、全集に近い。 これにも 「享保丙午歳四月望前五
日」 の年記があるが、鉛筆で括弧され「入レヌ」 と書き込まれている。 あるいは全集編纂の時に
使われたものかもしれない。 以上を含めて 2004年 2 月 29 日現在東北大学付属図書館には 15
の「解見題之法」の写本がある。

月華本:「三題集」九州大学付属図書館蔵桑木文庫算学門 (二) 写本 679
の中の「解見題明法」

$\text{。}$
「享保丙午歳四月置前五日」の年記があり、 「解隙題之法」 「解

一等開法」 と合本されている。 「月華」 という朱印がある。 この人の本名は知らないが、
同じ朱印が捺されている 「七部書」写本 678 に宝暦壬午四月 (1762年) という日付があ
るから、 同じ頃写されたものであろう。

九州大学付属図書館蔵桑木文庫にはこの他「解隠題之法」 「山伏題之法」 と同じ秩に入れられ
ている「解二二之法」写本 675 と「見題」写本 688がある。前者は菅野元詰の手になるもので、
18世紀後半にできたことは間違いないが、他の菅野本と同様菅野自身の「訂正」が数多くなさ
れているために取らなかった。 「閉門」 は「隠題」写本 $687_{\text{、}}$ 「即題」 写本 684 と兄弟子で
「細井」 の朱印がある。 細井寧雄 (1802\sim 1840) 所蔵であったかもしれない。 いずれにせよ、
傍書式の各項を縦に書き並べるなど關、建部の時代にはなかった表記があり、後代のものである。

東大本:「雪見題之法」東京大学総合図書館蔵 B122566 講求番号 $\mathrm{T}20/599$ .
同じ筆跡の「解物題之法」 $\mathrm{T}20/598$ ,「解伏題之法」 $\mathrm{T}20/600$ も納められているが写筆者、
三蔵者を伺わせるものはない。

東京大学総合図書館にはこの他 「解見回之法」B65378 請求番号 $\mathrm{T}20/153$ と「飯田蔵書」 と

いう朱印を捺した 「解見題」 $\mathrm{B}123048$ 請求番号 $\mathrm{T}20/773$ がある。 いずれも一応よい本である
が、 内容からして東大本より後の写本と判断した。

四傳本: 「解見回」宮城県図書館蔵伊達文庫關算四傳書 $\mathrm{K}\mathrm{D}090/\text{セ}5/474\cdot 94$ 關算前傳 93.
宝暦の改暦 (I752年) で失敗した幕府方が朝廷方に提出させられた關算四傳書 500冊が仙
台藩に納められたもの。幕府方山路主住の蔵本を朝廷方の戸板保祐が写した形をとってい
て安永 $9(1780)$年付けの戸板の自序がある。末尾には「享保丙午歳四月望前五日主温順之」
と書かれている。

宮城県図書館にはもう一つ藩校仙壼府學にあった 「文化丁丑」 印のある 「解見出之法」
Y419-3 がある。 これは上の本の系統の写しである。

全集: 平山諦-下平和夫 $- r\Delta$瀬秀雄、 「關孝和全集」全、大阪教育図書、 1974, $\mathrm{P}\mathrm{P}$ . 121-130.
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定まったものを底本とせずに数種の善本を参照して誤字を訂正したと書かれている。

2. 山路主簿本の復元と底本および全集との異同

底本とした五つの本は本質的に同じ本であり、復元本のテキストはだいたいは多数決の原理で
決めることができた。松永本、岡本本、月華本は半丁 1 ページ当り 10 行、 1 行当り 18字のフォ–

マットばかりか各行の字下げ数まで同じである。復元本もこれに従った。東大本、 四謡本も 1 行
当りの字数がそれぞれ 20 と 15 である以外は変わりがない。数学的な誤りはあえて訂正せず、
山路が書いたままを復元するように努めた。但し、 關が書いたものからずれているように思われ
るところは異同の指摘の後に注意した。
異体字は戸川芳郎監修、佐藤進・浜口富士雄編『全訳卜辞海』 $\text{、}$

三省堂 (2000) の見出し字

の中で漢音が記されている文字を正字として一つに統一し、 その字にもっとも近いヒラギノ明朝

Pro W3 を用いた。但し、 割注および図の説明では原本に従い略字を使ったものもある。
復元本が底本あるいは全集と相違する所はそれぞれ右に $\bullet$ あるいは $\mathrm{O}$ 印をつけて表した。

以下それら相違点を列挙する。

1 丁表 1 行: 全集のみ「凡四篇」がない。

1 丁表 4行: 全集は 「併」 $\text{。}$

1 丁裏 9 行: 東大本のみ 「令」 $\text{。}$

2 丁表 4行: 四傳本のみ 「而」 $\text{。}$
「共」 を消して 「而」 としたように見える。

2 丁表 4 行: 全集のみ「甲丙」 「甲乙」 となっている。

2丁表 IO行: 岡本本のみ「勾彙」 $\text{。}$

2丁裏 4\sim 8行: 全集のみ「部将」 を上下にし、傍書式を枠で囲まない。

2丁裏 9 行: 岡本本のみ 「劇」 を欠く。

3 丁表 1\sim 6 行: 全集のみ「假如」 を上下にし、傍書式を枠で囲まない。

3 丁表 9\sim 裏 2 行: 全集のみ「假如」 を上下にし、傍書式を枠で囲まない。

3丁裏 3行: 四魔本のみ 1 行が欠けている。
3 丁裏 10行: 全集のみ「置自方自乗之」 となっている。

4丁表右下の図: 月華本のみ「解圖」のキャプションなし。

4丁至上の図: 岡本本、東大本には 「勝方」 なし。

4丁表 6 行: 東大本では 「自」 なし。意味は同じ。

4丁表 10 行: 松永本は 「其」 を欠く。

4丁表 10行: 全集では「直方、方漁協 となっている。 「直」 は直方形、「方墾境 は「方」

$=$正方形を底とする柱、 「直墜壌」 は「直」 を底とする柱である。

4丁表 10行: 全集のみ 「働」 が「倣」 になっている。

4丁寧 2 $\text{、}3$行: 岡本本のみ誤って 「而」 を「面」 としている。

4丁黒縁の図: 岡本本のみ 「勾」 「斐」 なし。

6丁表 1 行: 四駄本のみ「箭」 を欠く。

6丁表 2行: 「抹」 が松永本では「株」、岡本本では 「$.\mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{l}_{\lrcorner}$ になって $\mathrm{A}_{1}$ る。 「抹角」 !よ 「まっ

こう」 と読み、 四角い布の-難を切り落としたものをいう。 もともと下級武官が冠の代わりにし
ていたものが、戦国以後は兜の下の被りものになった。 「真っ向」 の語源とされて $\backslash ,$ ) る。

6丁表 2行: 岡本本、 月華本、 東大本および全集では 「働」 が「倣」 になっている。

6丁表下の図: 岡本本、 月華本および四傳本では 「半高為高」 を誤って 「半方為高」 として

いる。松永本には「半方」がな眺岡本本には「此方為横」がない。岡本本と全集にはキャプショ
ン「解圖」がある。
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6 丁裏 3 行: 月華本のみ誤って「二十二分之一」 としている。

6丁裏 4行: 全集は 「之」 を加えて 「積之内」 としている。

6 丁特上の図: 全集のみ三つの正方形と六つの正三角形がある極端な逆透視図になっている。
6丁裏 9 行: 岡本本のみ 「平」 を除いて「開方除之」 としている。

6 丁裏 10行: 岡本本、 月華本、 東大本および全集では下の 「箇」 が「個」 に、 東大本と全集

では上の 「箇」 も「個」 になっている。 $\text{。}$

7丁表 2 行: 月華本のみ誤って 「 $\ovalbox{\tt\small REJECT}\text{」}$ としている。

7丁裏 9行: 全集のみ「幕」 の次に 「也」 が入る。 月華本のみ「三」 を「六」 とする。

7丁裏 10行: 月華本、東大本および全集では 「働」 が「倣」 になっている。

8丁表 1 行: 月華本のみ誤って 「
$\ovalbox{\tt\small REJECT}$」 としている。

8 丁裏 6 行: 四傳本のみ誤って $\ulcorner_{-}\lrcorner$ としている。

8 丁裏 6 行: 東大本と全集では 「箇」 が「個」 になっている。

8丁裏 7 行: 東大本のみ誤って 「 $\ovalbox{\tt\small REJECT}’|$

」 を重ね「爲爲」 としている。

8丁裏 9 行: 岡本本、 月華本、 東大本および全集では 「干」 がない。

8丁目 10 行: 東大本および全集では 「如」 を使っている。

9 丁表 6斤 松永本と月華本では 「 $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\lrcorner}$ が「圓」 となっている。 岡本本には 「而短」がない。

このところを四傳本および全集は 「着到而短」 としている。 これが元の形であったと思われる。

9丁梧下の図: 松永本には「得彙撃高」がない。松永本と月華本では「得中受仮為高」 となっ

ている。

9丁裏 1 行: 月華本は 「而」 と間違えている。
10丁表 5 行: 岡本本と東大本では 「 $\text{幕}-$」 を欠く。

10丁裏 6 行 $\circ$ 東大本では 「牛」 が $\text{「孚_{」}}$ になっている。

10丁裏 6什全集は「塘」を火偏にしているが、 「火塘」 は現代も使われている言葉である。
10丁裏 7 行: 全集のみ 「働」 を「倣」 としている。

1I 丁表 1 行: 東大本には 「自」 がないが、数学としては同じ意味である。
11 丁表 3 行 松永本と東大本は誤って 「平」 としている。
11 丁表 6行: 東大本と全集では 「弦幕三段」 としている。

11 丁裏下の図: 月華本、東大本および四傳本では誤って 「通玄」 としている。

11 丁裏 5 行: 松永本のみ 「玉」 としている。
II 丁左下図: 岡本本、 月華本と四傳本では 「尖」 が「矢」 になっている。
12 丁表 2 行: 松永本、 岡本本および月華本は誤って 「項」 としている。

12丁裏 3 行: 全集は 「環勢至」 の各字を $\text{「}$ . 」 で切ってあるが、 $\mathrm{r}\text{圓}\ovalbox{\tt\small REJECT}=$」 は一語である。

12丁裏 4 行: 全集は 「 $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\lrcorner}$ を「円」 と変え、 この前に 「
$\text{、}$ 」 を入れて切ってある。菅野元健

も同じ解釈をしているが、 「国尽円」 は半円二つの間に長方形を入れて長くした平面図形である
から、立体図形の例にはならない。元の形は「僧帽圓鷹 圓壼斜載」であったと思われる。

12丁裏 4行: 全集には 「干」 がない。
12丁裏 5 行: 全集では 「書」

$\text{。}$

12丁裏 6行、 7行: 岡本本は誤って 「随」 としている。
12丁裏 7 行: 全集では 「之」 の次に 「 $‘ \mathscr{E}$」 が挿入されている。
12丁裏 8 行: 岡本本、 月華本、 東大本および四零本では 「牧」 $\text{。}$

これは江戸時代「枚」 の異
体字または守旧の扱いを受けたようである。全集では 「毎」 となっている。

12丁裏 10行: 松永本、 東大本および全集には年記がない。 四傳本では年記の後に 「主住爲
之」 が続く。
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駐瞭腱 $+\mathrm{J}$ 燵童自灘
睡冊轟曝

轟驚聡 $|$ 蓬注

血路湘璽 $\mathrm{H}-$

}宿払陛笹坦睾 $\backslash \not\in^{\mathrm{o}}$ 湘怨 $*\mathrm{R}\Leftrightarrow$ 健遡可

躬湘幽魂 。棚ア $\text{眩}$

攣忌鬼 $\mathrm{r}$」蝋恥 $.[perp]_{1}*$ 榊臣謳碍
$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner+_{f}^{\backslash \underline{\mathrm{r}}}\uparrow\prec$ 畷嘩黒

攣濠斡 $\mathrm{F}\}_{\acute{\{}}q+$ 口榊臣痙払 $+$ 誕駆遮諌麟
$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ 田績–$=\prec\triangleright \mathrm{j}$ 嘩鋒以罵く痙陛謂く麟

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 濠麺暗躍博侵舞 $+$
. 博榊臣霊山

1

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$屡鰹皆魎嘩螺
曄忌掴 $\mathrm{P}\vdash 3$ }$\mathrm{E}\mathrm{f}\Phi_{\vee}^{\mathrm{f}\mathrm{i}}$ 藍綬距旺鞭 $+$ 口榊距

誕痙
$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$血麟広 $\mathrm{F}$濫区驚口繕此許

$\mathrm{R}^{\nearrow}\triangleleft\square$ 蕪 1 $1$

豊縫 $\mathfrak{F}$ $\supseteq^{\Delta}$

$\backslash \mathrm{R}\nearrow\triangleleft\coprod$海老羅髄園田磁眩謎麟筐迦蜘 $\underline{=}$ 簗駆

照湘岬掴 $\backslash \nearrow \mathrm{R}\mathrm{t}4\triangleleft \mathfrak{Q}\uparrow 4$

遜 $*\coprod_{\backslash }^{\bullet}$ 櫓日旨沸旺 ffi $+$ 日 fffi $+$

$\Delta^{-}$

$\mathrm{v}^{\neg}|$

$=-$

匿 $\ovalbox{\tt\small REJECT}+$ 霊樫よ
イ

$\Delta^{-}$

$\mathrm{v}^{\neg}|$

$=-$

$\ddot{\dot{<}}$

$.\mathrm{w}$.
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余羅 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$」門門 $\mathrm{N}$ 睾照嘩 1 $|$ 謎爬灘一 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$」旺

話檀皐鰭 $\backslash .\vee \mathrm{m}\mathrm{t}\mathrm{P}$ ) $1$ 謎網纒
$\underline{|\mathrm{K}\mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{i}^{\vee}}$

$1$ $1$ 灘睾尊器 $*$

ペ瞠鰹
$\triangleleft\coprod$ 繋 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$」団 –$\mathrm{D}\prec \mathrm{E}\mathrm{f}\mathrm{i}^{\bullet}$く $\backslash \vee \mathrm{m}l\mathrm{t}^{\mathrm{t}}$, 麟 -Af$<\mu$ 摯照—-$-|\underline{\not\subset’\Psi\triangleleft \mathrm{f}^{\urcorner}}$ 器

$\#-+\mathrm{J}\backslash \mathrm{c}\mathrm{m}\phi$ 鰹

曄濠麺尽軽壇榊 $+$ 劇網 $+$ 霊 $\Gamma\triangleleft\Leftrightarrow\ltimes$

曇騰

$\backslash \nearrow \mathrm{R}$ 峯 $皿照,1 謎 $\underline{\mathrm{F}\negarrow}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 皿照 $|$ 謎 $-*\mathrm{e}$ 欝軽

霧照 1 $|$ 謎些 $11|\backslash _{arrow}^{\wedge}\mathrm{f}\dashv$ 鐸遮 $\backslash \vee \mathrm{m}\#,\urcorner$ 曇眸

11

$\triangleleft\Pi$ 羅 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$」 珍 $\prec$ 鎖開 $\backslash \mathrm{m}{}_{\mathrm{c}}\mathrm{H}^{\gamma},\backslash \beta-^{\mathrm{J}\langle}-\triangleleft\neg$ 皿縣 $\backslash \backslash \mathrm{m}|\underline{\mathrm{P}\prime}$ 屡騰
$\kappa_{\underline{\backslash }}’\prime_{f}\neg^{\wedge}$

癌章陛圏砿 $\subset$) $\mathrm{O}$ 碑 $\mathrm{E}’’\backslash \dagger 4$ 鯉練遡
$\mathrm{a}\mathrm{e}^{\aleph}\mathrm{n}^{\mathrm{O}}$ 毘

$\mathrm{K}’,’\neg_{\backslash }’+4$

$\frac{1_{\mathrm{Q}^{\mathrm{J}\mathrm{L}}}-}{=}|$

$*\backslash \square$

�旦

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{o}}$

$\underline{\frac{\{\triangleleft\neg-\mathrm{p}}{\frac{-\text{、}4_{-}-}{*^{\underline{\underline{\neg}}}}}}$ 聴 $\mathcal{H}$ ,
$=\triangleleft {}^{\mathrm{t}}\mathrm{S}$

$*\backslash \square$

占

痴遡平野畷畔鞭疑 $\mathrm{t}9$ 健側章



179

$\Phi^{\mathrm{o}}$
$\equiv\backslash ^{\cap}---$

$\overline{\Phi}\neg\uparrow 4$

$\underline{.\backslash "rightarrowarrow}$

よ。
$*\backslash \square$ $\neq$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{o}}$ $=\backslash \triangleleft\neg\neg\subset$

$=\mathrm{r}_{-}^{1-}*\subset-\sim$

$\Phi^{\neg}\mathrm{E}$

$\mathrm{i}.A\in$

$\backslash \mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{i}\square$ $\neq^{-}$

翠
租麟互陛趣棉製湘聴 $+\mathit{1}\backslash \Delta-\supset-$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{o}}$

$\underline{.\#}$
$\underline{\not\in\aleph}$

$<\Delta\supset+\mathrm{J}$

$*\mathrm{q}\square$

$\underline{\mathrm{E}\ddagger \mathrm{X}^{\lrcorner}|}$ $\underline{\Gamma\triangleleft}$

$11\uparrow$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{o}}$

$\underline{arrow-\triangleleft\neg \mathrm{t}^{3arrow-}\backslash \neg--rightarrow-}$

$\underline{\backslash *\overline{\overline{\overline{\not\subset}}}\neg|\triangleleft-}$

$\propto\Delta\supset n$

$\mathrm{D}$

$\underline{\frac{\rho}{\overline{\mathrm{i}}\aleph}\triangleleft}-\neg\grave{-}\neg-\neg-$

く
$.\kappa^{\bullet},,\neg\prime \mathrm{p}\underline{\mathrm{q}\prime\backslash }$虚斗轟 $\ovalbox{\tt\small REJECT}\Phi_{\backslash }^{\wedge}\mathrm{R}\bullet\bullet y$ 翫 1 』奨 $\mathrm{g}\Psi_{\backslash }’\neg\backslash \mathbb{R}\bullet\bullet\bullet\bullet$ 碇

畑照蕪田

ぐ縣榊潔}$\models \mathrm{E}$ 譲椥畢蝋 E-儘軽輝 $\mathrm{i}^{\beta}\mathrm{E}$ 駆照 $\backslash \vee \mathrm{m}\uparrow\triangleright$

$\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{m}_{\backslash }’$

血紋

曄可掴絆較皿較禦 $+$ 誕灘

ゴ $\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ 皿較 $\Phi \mathrm{o}$ 禾億嘩纒
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$\infty \mathrm{R}k\bullet$

匡

$\mathfrak{B}^{\aleph}\Pi$ 豪掴偶較皿較榊 臣誕 $\mathrm{k}^{\mathbb{E}_{\backslash }’}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ 皿較 ffl $\mathrm{m}\bullet$ 歌億嘩灘
$\mathrm{R}\mathrm{R}*$

璽

\neq 樋 $\emptyset$」
$0$

領墜繊 $\mathrm{r}$」騨弊 $\mathrm{g}\dashv_{\backslash }\approx 0$ ペ

団

志照指図

志縣湘羅 $\mathrm{H}\urcorner$ 鰍譲湘畢翻楚}$\Xi\bullet$ 較和螺写督澤
$\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }’\mathrm{f}$ {岨駆照 $\backslash \vee \mathrm{m}\mathrm{t}|,\urcorner$ 麟鯉 \neq (懐 $\mathrm{E}$ 製}$\cong\bullet$ 蚤 \neq (藻潔億 $\backslash \vee \mathrm{m}\dagger \mathrm{t}^{7}$

,

曄濠掴 $.\Gamma\triangleleft$ 軽粛寵 $+$ 謡榊彬露輝
静

$\Gamma\triangleleft$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ $\geq 軽睾照億 $\backslash arrow \mathrm{m}||,\urcorner$ 麟 $\ovalbox{\tt\small REJECT}^{*}$

$.\epsilon_{+\neq_{7}\mathrm{f}\mathrm{i}\vdash\{\triangleleft}\mathrm{m}\#\backslash -^{1}$, 羅
$\ovalbox{\tt\small REJECT}_{0}$



$18\uparrow$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\cap=4\approx\backslash$ 掴塗 $\mathrm{H}$ 騒
$\#\{\mathrm{Q}+$

ぐ隈 柵 $+$ 螺
$\#\mathrm{f}\mathrm{f}$ 臣狸灘

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner\neg\backslash ’$. 綴 $\underline{\mathrm{D}}<\mu$ 隈轍 $\backslash \vee^{r}\mathrm{m}1\mathrm{R}$ 麟謡畷畢縣 $\mathrm{t}4\backslash -\mathrm{m}|\psi$

麟忘 \S \vdash +4\cm\Uparrow ,\urcorner 越

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{R}}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\fbox_{\mathfrak{g}}$

$\mathrm{H}^{\mathrm{j}}$

曄黒掴 $\Gamma\triangleleft\Leftrightarrow\aleph\Gamma\triangleleft$

柵臣
$\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 榊臣霊慧

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner\Gamma\triangleleft$皿縣 $n\underline{=}$ く聚騨諫 $\backslash \vee \mathrm{m}$
)$\mathrm{F}^{\mathfrak{s}}$, 麟鯉餌巨除

紋伽 $+\mathrm{J}\backslash \mathrm{m}\Uparrow,\urcorner\vee$ 慧

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\mathrm{H}}$
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� (癒網鰹蕪轍濾綿 $\#^{\bullet}\neg o\overline{\mathrm{e}}$ 牽 $|1|$ 醤脳騒 $|||$ 蕪 $\mathrm{F}\mathrm{k}$

撃懸 ffi
$\bullet$

岨ま $\mathrm{k}^{r_{-}}$ 沸罷破漣沸即 $\underline{\mathrm{r}_{\backslash }’\nwarrow\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\bullet}<}$ へ

$\varphi^{\aleph}\mathrm{n}$ 豪酒拠蟄 $\models$ 拠湘 +{曜 ffi $+$ 誼

$mathrm{H}\mathbb{E}_{\underline{\backslash }}’\}*$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner\models$ 較量照ご 1咀準縣へ $\backslash arrow \mathrm{m}1\mathrm{t}^{7}$, 麟 $\mathrm{b}\Delta’\prec 111_{\mathfrak{l}}$ 鍵ペ
$\backslash ^{\backslash }=\mathrm{m}\mathrm{H}^{\mathrm{t}}$, 灘

$4\mathrm{R}\mathrm{g}$ 題較 1 $|\backslash \nearrow \mathrm{R}$ ぺ
$|$ 解駆較 1 $\backslash \mathrm{r}\mathbb{H}_{-}$

$\pi_{\wedge}’\prime\prime\backslash$ 落遠 1 $|\backslash \mathrm{R}\nearrow$ ペ
$|$ ={戸田章霧

$1^{l}\backslash /$

縣蚕綬瞬目西照図 $\backslash \nearrow \mathrm{R}\mathrm{b}\mathrm{N}|$ 喫 $\mathrm{r}$」騨聾

雌 $\mathrm{f}^{\mathrm{Q}}\mathrm{f}\mathrm{l}backslash \Xi,\mathrm{I}\mathrm{k}^{011_{\backslash }’}\backslash /_{\mathrm{R}}@\aleph 1\uparrow|$ 超継 $\backslash ^{\mathrm{R}}\prime j$ 羅 $\backslash \vee \mathrm{m}\mathrm{t}\uparrow,\urcorner$ 較騨煙摯

牛劃 $1|$ 謎較蔽灘 $\mathrm{k}\mathrm{m}_{\backslash }’\triangleleft \mathrm{H}\triangleleft\acute{1}\mathbb{R}’$

」
$\backslash \acute{\hat{\ovalbox{\tt\small REJECT}\backslash }}\oint_{1\uparrow 1}’+\mathrm{E}$ $1‘|$ $\mathbb{E}_{\backslash }’\nearrow \mathrm{R}\backslash \prime\prime n\mathrm{k}$

$’|$ 喫樋廻姻 $\dot{\mathrm{E}}^{\mathfrak{l}}\mathrm{m}_{\backslash }’\mathrm{E}$ 黛旺灘 $|$ 軽鳳団灘
ま 謎 癒 嘩 $\mathrm{r}$」 $\vee\Re \mathrm{H}$ 鎚 灘 $\overline{\mathrm{m}}_{\backslash }^{r}\neg$ 畑 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 図 $*^{j}\mathrm{i}$ $\mathrm{A}_{1}$! $[|_{\mathrm{i}}^{1}$

$\acute{\backslash }.\mathit{1}\sim\backslash$

毎

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 忌 $\Phi$ 歌 ${}_{4\supset}\mathrm{H}\mathrm{I}$ 凌歌
$\#\{q+$ 巨海

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ 較園皿照 $\mathrm{N}.\prime \mathrm{A}\prec$ 園 $+$ 照 {$\mathrm{Q}\backslash \mathrm{m}\Uparrow,\urcornerarrow\backslash$塵鯉拡.$A’\prec$

$\mathrm{e}$ 態同旨題 $+_{\backslash }’\bullet$ 糠謹 $+\mathrm{J}$ 嘩襲
$\infty\not\in \mathrm{R}\not\in\vdash \mathrm{t}1_{\wedge}\neg$ 較騨 $. W_{\mathrm{n}}\mapsto|$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}mathfrak{Q}\bullet<\}\mapsto\backslash \bigwedge_{\mathrm{t}\prime\prime}\eta$

$\overline{\grave{\ovalbox{\tt\small REJECT}}}\varphi$

{
$\mathrm{n}\subset \mathrm{n}7’\mathrm{Q}\mu\lrcorner$ 場難曲 $\mathrm{g}’,\backslash ;\mathrm{r}_{\wedge}$
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結
{
$\grave{\mathrm{q}}*’-\prime\prime+’.\acute{\acute{\overline{\grave{\ovalbox{\tt\small REJECT}}}}}_{\backslash }\pi\{\mathrm{u}\mathrm{E}\mathrm{g}\#$ 謳較騰 $|$

謎態遜稗滅瞬掴 $|+$ $\Phi \mathrm{R}\#-$

園謎鯉襲 $\#\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 紋騰 1 $|$

$(,‘\Phi 2\S\grave{\grave{m}}\mathrm{E}\mathcal{F}\mathrm{j}$

謎膿遮騨 $11|$ 面睾照
芸紋園鰭騰図 $+\ovalbox{\tt\small REJECT}\aleph$ 圃
$\varpi \mathrm{n}\Leftrightarrow \mathrm{g}$ 些稗き糎却紋魯羅
輝瞬下
曄忌掴灘面打黛拠榊 $+$ 露灘

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ 毎会 $\mathrm{m}$ 鰻億 $\backslash \vee \mathrm{m}$
)$\uparrow,\urcorner$ 麟鯉蟹 $\tau_{A’}*+$ 口鯉 1

$\Delta\supset$

灘 $\Pi\llcorner \mathrm{m}\mathrm{f}\mathrm{f}_{-}\neg \mathrm{E}$-拠鍾億 $\backslash arrow \mathrm{m}$
)$\mathrm{F},\dagger$ 灘

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{R}}$羅較膿冨 $\backslash \nearrow \mathrm{s}\mathrm{E}$
$\infty \mathrm{R}*$

$)1|\Phi_{\backslash }^{\wedge}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{b}$ 眸歌眸 $1$

謎鯉馨睡露眸 11 $)$ $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{q}_{\mathfrak{d}}$

$\backslash \mathrm{R}\nearrow \mathrm{E}11\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }\{\coprod \mathrm{E}\#\ovalbox{\tt\small REJECT} 11)$

お駆照蔽較園面諭 1 $+1|\backslash \nearrow \mathrm{R}\dagger 4\mathrm{f}_{\backslash }^{f}$ 喫
$\emptyset\lrcorner\vee*\mathrm{H}$ 宮座騨翠 $\mathbb{R}\mathrm{R}*^{\backslash \backslash }11$

)
$\mathbb{R}+,$ $\#\grave{\Phi}4^{f}\not\in\Phi \mathrm{M}’\mathrm{E}$ 単騰 $\nearrow \mathrm{R}\backslash$

羅 $\backslash \acute{\vee}\mathrm{m}\phi$ 較閑照西湘岬 $+1$ 匿騨$\mathrm{E}$懸凄揮
$\#\ovalbox{\tt\small REJECT}\frac{*\mathfrak{Q}}{+\mathrm{J}}\mathrm{o}\backslash \bigotimes_{\mathrm{m}1\triangleright}\backslash$

, 垣
$\dot{+}11$

)
$\varpi\{_{\backslash }’$

掴樋 {$\mathrm{m}$」麟較 $\mathfrak{q}\check{\mathrm{o}\mathrm{R}}\Phi$」醐畢凄沸獅.fge‘’
$\bullet$

$<\{\triangleleft$
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$\text{製采}\}\cong\fbox_{\mathrm{c}_{\downarrow \mathfrak{M}_{\backslash }’}^{\bullet}}$ 榊學防 $1^{arrow {}_{\check{\check{\mathrm{c}}}}\mathrm{H}}$ {哩皿照陣照睾四四麟鯉
知徳錬藻潔 $n\backslash \mathrm{m}1\mathrm{t}\mathrm{c}^{7}$’ 灘
$\ovalbox{\tt\small REJECT}\coprod_{\backslash \mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{i}}\Psi\theta-$ 国嘩鎚臣 $1_{\grave{\acute{\check{-}}}^{\mathrm{H}}}^{\vee}$ 柵 $+$ 略 $.\mathrm{k}^{\mathrm{m}_{\backslash }’}$

蕊 $1_{\check{\check{-}}^{\mathrm{H}}}^{\vee}$ 響照 $+ \mathrm{J}\backslash \mathrm{m}\int,\mathrm{t}arrow$ 麟 $.-’\Delta\prec$ 匿彙 $n\backslash \mathrm{m}{}_{\mathrm{c}}\mathrm{H}^{1}$, 灘
$\infty \mathrm{R}*$遷四$+\{\}\cong$ 躍押脚 $\infty \mathrm{R}\#$

$\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{p}_{r}^{1(\prime},\ovalbox{\tt\small REJECT}\sim\not\in\sigma_{\not\subset}^{\mathrm{t}!}\mathrm{x}^{\prime\ovalbox{\tt\small REJECT}_{1}}\mp,.\cdot$

群群四型奪縣路畔
$n\backslash \mathrm{m}\}\mathrm{t}\mathrm{c}^{7}$’ 廻 ,

$+’,i\#<\{\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{H}\neg \mathrm{K}^{\mathrm{n}}\mathrm{t}_{\vee,\neg}^{\vee}\overline{\mathrm{o}\mathrm{Q}}\vee \mathrm{H}\vee \mathrm{b}^{\acute{\mathfrak{j}}}\backslash \}11\uparrow 1\mathrm{r}\grave{\mathrm{u}}_{\mathrm{o}}$

ミ
$\fbox_{\ovalbox{\tt\small REJECT}\Pi 0}$

開脚掴濤銀柵 $+$ 慧柵 $\vdash’$ 霊附

$\backslash \acute{\vee}!,\ovalbox{\tt\small REJECT}\sim$

.
$\#\mathrm{x}’\mp$

,
$\sigma_{\not\subset}^{\mathrm{t}!}.\ovalbox{\tt\small REJECT}_{1}$

.

イ

$\neg\overline{\mathrm{O}\mathrm{R}}\backslash *\grave{\check{\mathrm{s}}}_{\mathrm{E}}\mathrm{m}\phi,1^{\vee}\mathfrak{n}.\mathrm{H}\vee\ovalbox{\tt\small REJECT}+\vdash$ 鞍$\mathrm{m}\underline{\overline{\prime}}\mathrm{A}\prec$ $\backslash ^{\vee}*1\check{\vee}\mathrm{H}$翠照撫蝋細章
$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ 麹望堤逃 $\#$ 纒歎掌 $\star-\mathrm{m}$ 照 $+\mathrm{J}\backslash \mathrm{m}{}_{\mathrm{c}}\mathrm{H}^{\mathrm{t}}$, 麟蚤黛
細四壁 $\tau’-\mathrm{k}$ 日潔 $n\backslash \mathrm{m}\Uparrow,\urcornerarrow \text{纒}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{R}}$ 翠 $1^{\vee}{}_{\check{\check{\backslash }}\mathrm{c}}\mathrm{H}$野駆照態日 $\infty \mathrm{R}k$

謎懸測紐ぢ $\mathrm{t}_{\vee}^{*\mathrm{H}}\vee\vee$ 望

驚悸 $\#$ 魎鯉 1]
$\bullet$

$\mathrm{f}\dot{\mathrm{g}}_{\mathrm{f}}\bullet$ 網 $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\mathfrak{g}}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$, \acute て慧 $\mathfrak{M}_{\backslash }’\bullet\wedge$ 翻曜駆縣

膿日戸酬鰹隅隅細遡聞物園謎濤灘
暢梅翠噺
滞艮櫨

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\zeta_{1\beta}\Phi$亟蝉騒灘
$:\{\mathrm{Q}$ 噸騨 $\#\mathrm{f}\mathrm{f}$ $+$ 露纒
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$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ 噸 $\mathrm{t}_{\check{\check{-}}^{\mathrm{H}}}^{\vee}$ 歎騨 $\mathrm{L}_{\check{\check{-}}^{\mathrm{H}}}^{\vee}$ 響照億 $\backslash arrow \mathrm{m}\mathrm{t}\mathrm{P}$
, 麟 $\tau-\prime \mathrm{A}$ 國鰹鴬照

$+\mathrm{J}\backslash \mathrm{m}\Uparrow,\urcorner\vee$ 麺
$\mathrm{R}\mathrm{R}*$ 羅立 $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{Q}\mathrm{n}\bullet$ $\ovalbox{\tt\small REJECT}‘ 1*\bullet\bullet \mathrm{L}g$

$\mathrm{t}_{\vee}^{\vee \mathrm{H}}\vee\vee$ 膿 $\mathrm{t}_{\check{\check{-}}^{\mathrm{H}}}^{\vee}$ 蝋 $(^{\vee}{}_{\check{\check{\mathrm{c}}}}\mathrm{H}$ 鯉蕪

メ $\mathrm{t}_{\check{\check{-}}^{\mathrm{H}}}^{\vee}$ 膿 $ 蕪態

慧単 $ 劇 $\backslash \overline{\simeq}\dotplus^{\underline{\wedge}}$ }$’\Xi’\overline{\Delta}\prec$

溢嘩 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 鯉 {哩 $-\prec\nearrow-\lambda$ 養 $\backslash \vee \mathrm{m}\uparrow \mathrm{t}^{1},\oplus\Leftrightarrow\aleph$ 態 aer7t\prec 1\Pi 匝 $\mapsto\wedge$

ぱ

國弊灘 $\tau_{\Delta\Phi^{\aleph}}^{\mathrm{n}}’\{\mathrm{o}\mathrm{E}$謹 {$\triangleleft\backslash \vee \mathrm{m}\Uparrow,\urcorner$ 蕪纒 $\ovalbox{\tt\small REJECT}\bullet$ 澤猛亟

犀翠
安危掴亟国噴 $\mathrm{t}_{\check{\check{-}}^{\mathrm{H}}}^{\vee}$

}{$\mathrm{Q}+$

藁 $\check{\backslash \grave}1_{\backslash }^{\vee}\vee\underline{\mathrm{E}}\mathrm{f}\{\{\mathrm{Q}+$ 麗

匝

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ 畷 $\mathrm{t}_{\vee}^{\vee \mathrm{H}}\vee\vee\geq$ 塑摯喜雨 $+\mathrm{J}’-\wedge$国匝鴬眸照ペ
$\backslash arrow \mathrm{m}\#$‘麟雑章 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$」略 $\mathrm{t}_{\check{\check{-}}^{\mathrm{H}}}^{\vee}$ 痙驚粟 $\mathrm{t}_{\grave{\acute{\check{-}}}^{\mathrm{H}}}^{\vee}$ 纒皿鰭 $\mathrm{t}4\backslash \acute{\mathrm{c}}\mathrm{m}\uparrow|\neg$

阿蘇 $+ \mathit{1}\underline{\Pi}\prec\int$ 壷金蝋 $\backslash \vee \mathrm{m}\{\mathrm{R}$
, 麟鯉蟹痛論出鉱

ぺ $\backslash \vee \mathrm{m}\Uparrow,\urcorner$ 睡

駐羅圏暉 $\overline{\mathrm{m}}_{\backslash }’\neg\triangleleft \mathrm{H}$國繕畷塑摯霧縣 $\overline{\wedge^{\prec}\prime}$ 国
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$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ 蕃 $\check{\check{\backslash }}-1^{\vee}\mathrm{H}\varpi$ 照司 $\mu.\Leftrightarrow \mathrm{R}\prec$ 鍵瞳哨く $\backslash arrow \mathrm{m}||,\urcorner$麟鯉蟹
養 11| 態選掛簾蝶 較謹億 $\backslash arrow \mathrm{f}\mathfrak{n}^{\mathrm{f}}\mathrm{m}\phi,s$

$+$

$\mathrm{R}\mathrm{R}*$ 翠 $\mathrm{m}$ 斗鍵眸単富 $\backslash \nearrow \mathrm{R}$

ぺ $|$ 興潔川 $\backslash \vee \mathrm{m}\mathrm{H},\urcorner$ 麟 $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{f}\mathrm{l}\ovalbox{\tt\small REJECT} 1\uparrow|$
$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{R}}$

$\not\in 1g\mathrm{t}\mathrm{t}\acute{\#}\mapstodagger\S$騰斗摯騰鰹
軽睡 1 $|$ 麟翠違 $\backslash \vee \mathrm{m}\uparrow\triangleright$ 謬 $\mathrm{n}^{\mathrm{E}}s$ $\ovalbox{\tt\small REJECT}\fbox_{\mathrm{r}}$

睡
掴 (組 [鰹睡鰹潜蝦灘慶糾馨 $*\bullet$ 破 $\prec\backslash \ovalbox{\tt\small REJECT}_{0}$ 遷
$\mathrm{r}\lrcorner$ 國帥即 $\approx_{4_{\backslash }’\nwarrow \mathrm{E}}\sim 0$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 豪掴 \dashv 頻 $\mathrm{H}\mathrm{I}\mathbb{E}_{\backslash }(_{\check{\check{\backslash _{\mathrm{g}}}}}^{\vee}\underline{\mathrm{H}}\#\{\mathrm{Q}+$ 謹灘
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$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner 1^{\vee}{}_{\check{\check{\backslash }}\mathrm{c}}\mathrm{H}\mathbb{R}\mathrm{m}\bullet \mathrm{E}_{\mathrm{R}}^{4}.\prec \mathrm{l}\uparrow\triangleleft\backslash arrow \mathrm{m}\mathrm{f}\mathrm{f}^{7},\ovalbox{\tt\small REJECT}\overline{p\prime}\prec \mathrm{f}\mathrm{H}\prime \mathrm{E}\mathrm{I}\mathbb{E}\mathrm{K}^{\mathfrak{M}’}\mathfrak{B}\prime_{r}\mathrm{f}\mathrm{E}_{\kappa}^{\mathrm{l}}1\prec \mathrm{E}\backslash \vee \mathrm{m}\mathrm{f}\mathrm{F},|$

$\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{m}_{\backslash }’\#\mathrm{g}-$, $\acute{\ovalbox{\tt\small REJECT}}\{\dashv_{\mathfrak{l}}$
$\mathrm{H}\neg\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$\neg\ovalbox{\tt\small REJECT}\overline{\circ \mathrm{Q}}$ $\not\in||’|\mathrm{Q}\acute{\mathrm{r}}\mathrm{u}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{n}}*\mathrm{q}\square \Psi t^{l},\triangleleft\sum \mathbb{I}\mathrm{m}\ovalbox{\tt\small REJECT}\#$ fffi $+\mathrm{k}^{\triangleleft}$
${Q

$+\mathrm{L}^{\underline{\mathrm{H}}}\mathrm{m}\neg \mathrm{K}^{\mathrm{g}_{\backslash }’}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ 銀 $\mathrm{m}$ 照園 {$4\sim=\prec|11\mathrm{u}1*\mathrm{k}\Pi \mathrm{s}\gamma\#*\eta\ovalbox{\tt\small REJECT}\bullet\bullet\bullet\bullet$ 謂く $\backslash \vee \mathrm{m}\#$ 麟誉
$\#_{*-}^{\mathrm{m}}$ 照 {$\triangleleft$ $\backslash \mathrm{c}^{\mathrm{t}}\mathrm{m}\#$

, 麟 $-.\prec\prime \mathrm{A}\rfloor_{1\mathrm{H}\wedge}$ 国輝藻照 +4 蚤日潔
$\mathcal{H}\backslash \mathrm{m}\eta_{7}\mathrm{c}$’ 駆

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{R}}$題累腿紳偶国灘単偶 $\mathrm{E}_{\backslash }^{1\succ}\ovalbox{\tt\small REJECT}\Leftrightarrow^{\wedge}$

’ 帳灘 $\backslash \mathrm{m}\mathrm{f}\mathrm{f}^{7}$,

麟細葦 銀轟肩 $\backslash \nearrow \mathrm{R}$ 億 $|\mathrm{f}\mathrm{f}_{\overline{\backslash }}’$

, 蔽 1哩 {oEfl,$\vee \mathrm{f}\mathrm{l}\mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{l}_{r\mathrm{J}}$

$+1$

何

$.\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner$ 劇皿照 $\mathrm{t}4\backslash \mathrm{c}\mathrm{m}\phi$麟.$\underline{\prime}\prec \mathrm{A}$ 亟璽藻縣 $+\mathrm{J}$ 嘩餌灘
$\mathrm{R}\backslash ^{=}\backslash -\mathrm{R}\mathrm{f}\#_{\overline{\mathrm{l}^{\wedge}}}^{1}()\frac{\Phi_{-}}{\sim}$ 韻}$\Xi$ 専 $\backslash ^{\vee}\backslash arrow|_{\vee}^{\vee}\mathrm{H}$ 膿

$\mathrm{R}^{*}\mathrm{R}$

{哩益 $r\acute{\Delta\sim}$ 膿 $\neg \mathrm{k}’\backslash$ \dashv 当国灘
璽

態韻灘 $11|$ n\geq l坦謹
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イ$+\mathrm{J}$
$\backslash \vee \mathrm{m}$} $\triangleright$ 糊 $\mathrm{E}\mathrm{r}\mathrm{N}$ 問鴨年歴 $\fbox_{\mathfrak{M}’}$ 駅 $\mathbb{R}^{\mathrm{m}_{\backslash }’}$ 翠

$\mathrm{g}^{\aleph}$ 濠掴掴 $\mathbb{E}\mathrm{m}_{\mathrm{t}}$ 腿銀麺 $+$ 慧榊序霊 $\mathrm{f}\mathrm{f}\backslash \bullet$

,
駅

妬

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\lrcorner*\Phi$照日 $n\mathrm{R}\Leftrightarrow\prec$ 慧騰帯く $\backslash \vee \mathrm{m}\mathrm{t}\triangleright$欄歎國澤
燵照 $u|\backslash \mathrm{m}\underline{\phi}\backslash$’駆餌灘

$\infty \mathrm{R}k$ 撃 $1_{\check{\check{-}}\mathrm{H}}^{\vee}\neg\overline{\mathrm{D}\mathrm{Q}}$ 鴨翠痙驚
$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$\#$畿鯉灘遠 5 慧鯉
$\text{蟄}\mathrm{t}_{\check{\check{-}}^{\mathrm{H}}}^{\vee}$超國蟄 $\mathrm{g}\backslash arrow$ 俣墾

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\coprod\emptyset$

細ぢ 習熟 $\Sigma \mathrm{I}\mathfrak{M}’$ 窪川

$+1\uparrow$

嵩く壷章諌.$\backslash \vee \mathrm{m}\phi$壁面 $\mathrm{t}4^{\cdot}-’\prec \mathrm{A}$ 斗灘謹 $\mathrm{t}4\backslash \mathrm{c}\mathrm{m}\mathrm{l}\mathrm{P}$

駆駅灘
掴樋 $\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{o}}\mathrm{f}\mathrm{l}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{E}^{1}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{H}$ 嫡嗣 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$醐騨蟄懸醐 $\Phi$ \dashv 扇国 $\mathrm{a}\mathrm{e}$ \dashv 凶

国細騨国 $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathfrak{g}\theta_{l}\ovalbox{\tt\small REJECT}\bullet\bullet$ 轟 5 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 沸 $+\mathrm{J}$ 湘懐欄愈即鱗 $\mathrm{f}\mathrm{f}_{\urcorner}$

輯驚禽演 $1$ )
$1\mathrm{l}\mathrm{m}_{\mathrm{n}}\mathrm{o}$

3 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 1鶴鱗駐駅躍ぺ鴬軍機 $\not\equiv\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }^{\acute{\mathrm{a}}}\bullet$ 寂

冬沖灘甘姻旺燵辛錠瞭躍痙掴尊 $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }^{\acute{\mathrm{a}}}\bullet$ 躍細

髄錨椥釦磁瞬 $n^{\mathrm{o}}$ 颯懸鞭凄隷 $\not\in^{\bullet}$ 齢溢騨叙
馨陛鯉螂瑠鰍口

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{R}}$曜躍 $+\mathrm{J}$ 斑潔 廊転歯昏下歯曲蜘塩断邑
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解隠題之法
3. 使用した写本

松永本:「解隠題」東北大学付属図書館割下集書 647 松永文庫 2489.
巻末に「明和六年己丑年四月廿六日写之畢」 という $\mathrm{I}769$年の日付に続いて、 「松永氏貞

辰」 の自署と花押、 更に 「安嶋先生より借用物別」 と書き込みがある。 旧師安島直圓のこ

とであろう。 「解見題」林集書 649 松永文庫 $2491_{\text{、}}$ 「解伏題」 林集書 648 松永文庫

2490 と兄弟本である。

中村本:「解隠題之法」東北大学付属図書館蔵開文庫 2306.
内題は「隠題之法」 $\text{。}$

「六二題記法」林文庫 $2314_{\text{、}}$ と同じ中村氏の朱印がある。 これら

が共に中村主税の旧蔵書であったことを示す。 しかし、 この二つが兄弟本とは言えな $\mathrm{A}_{3_{\text{。}}}$

2004 年 2 月 29 日現在東北大学付属図書館には以上を含めて 14 の「解隠題之法」 の写本があ

る。 この内 解隠題」岡本文庫写 22/16945 は「解隠題」 の岡本本と兄弟本であり、次の月華

本にきわめて近い。月華本と同様末尾に「寛保癸亥四月丙午日再思之連貝軒」という年記がある。

月華本:「三題集」九州大学付属図書館蔵桑木文庫算学門 (二) 写本 679.
の中の「解隠題之法」 $\text{。}$

末尾に「寛保癸亥四月丙午日再写之連貝軒」 という 1743 年の年

記がある。 「解見題之法」 「野伏題之法」 と合 $\dot{\text{本}}$されている。 「月華」 という朱印がある。

この人の本名は知らないが、 同じ朱印が捺されている 「七部書」写本 678 に宝暦壬午四月
$\langle$ 1762 年) という日付があるから、 同じ頃写されたものであろう。

九州大学付属図書館蔵払木文庫にはこの他「解隠題之法」 「解伏題之法」 と同じ秩に入れられ

ている「解見題之法」写本 675 と「隠題」写本 687がある。前者は菅野元健の手になるもので、

18世紀後半にできたことは間違いないが、 他の菅野本と同様菅野自身の 「訂正」 が数多くなさ

れているために取らなかった。 「隙題」 は「図題」写本 $688_{\text{、}}$ 「伏題」 写本 684 と兄弟本で

「細井」 の朱印がある。細井寧雄 (1802\sim 1840) 所蔵であったかもしれない。

東大本:「解見題之法」東京大学総合図書館蔵 B122566 請求番号 $\mathrm{T}20/599$ .
同じ筆跡の 「解隠題之法」 $\mathrm{T}20/598$ ,「解肝胆之法」 $\mathrm{T}20/600$ も納められているが写筆者、

旧蔵者を伺わせるものはない。

東 ff^\X学総合図書館にはこの他「飯 ffl 二」 とい \acute >)*印を捺した $\text{「解},\text{隠}$‘題 $\mathrm{B}123045$ 請

号 $\mathrm{T}20/770$ がある。 内容からして東大本より後の写本と判断した。

四傳本: 「解隠題」宮城県図書館蔵伊達文庫關算四傳書 $\mathrm{K}\mathrm{D}090/\text{セ}5/474\cdot 348$關算要傳 69.

宝暦の改暦 (1752 年) で失敗した $\text{幕}\mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{l}\backslash$方が朝廷方に $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{l}$ させられ f\llcorner ’ 算四傳書 500 冊が{山

台藩に納められたもの。 幕府方山路二二の蔵本を朝廷方の戸板保祐が写した形をとってい
て安永 $9(1780)$年付けの戸板の自序がある。末尾に 「寛延戊辰 A月丙子日爲之」 という

1748年の年記があるが、誰が写したのか判らない。

全集: 平山諸下平和夫-広瀬秀雄、 「關孝和全集」全、大阪教育図書、 1974, $\mathrm{p}\mathrm{p}$ . $131-140$ .
底本については何も書かれていない。
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4. 山路主住本の復元と底本および全集との異同

底本とした五つの本は本質的に同じ本であり、復元本のテキストはだいたいは多数決の原理で
決めることができた。松永本、 中村本、 月華本、 四男雛は半丁 1 ページ当り 10 行、 I 行当り 1
8字のフォーマットぽかりか各行の字下げ数まで同じである。復元本もこれに従った。 東大本も
1 行当りの字数が 20である以外は変わりがない。 数学的な誤りはあえて訂正せず、 山路が書い
たままを復元するように努めた。但し、 關が書いたものからずれているように思われるところは
異同の指摘の後に注意した。
異体字は戸川芳郎監修、 佐藤進・浜口富士雄編『全訳目零海』、三省堂 (2000) の見出し字

の中で漢音が記されている文字を正字として一つに統一し、その字にもっとも近いヒラギノ明朝
Pro W3 を用いた。但し、 割注および図の説明では原本に従い略字を使ったものもある。
復元本が底本あるいは全集と相違する所はそれぞれ右に $\bullet$ と $\mathrm{O}$ 印をつけて表した。 以下そ

れら相違点を列挙する。

1 丁表 2 行: 全集のみ「關孝和編 がない。

1 丁表 5 行: 松永本、 月華本および四半本では 「大」 $\text{。}$

1 丁表 10行以下: 全集のみ 「椴如」 「併之」等を上下にしている。

1 丁表 10 行 $\sim 6$ 丁裏 8行: 月華本では開方式を枠で囲まない。
1 丁裏 1 行: 東大本のみ 「令」 $\text{。}$

1 丁裏 2 行: 月華本のみ「左右」 となっている。 また、 「 $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\lrcorner}$ を「衆」 と書き誤っている。

1 丁裏 3 行: 四傳本では得式を枠で囲まない。
1 丁裏 7行: 東大本のみ 「空」 の後に 「也」 をおく。
1 丁裏 8 行: 松永本と四傳本では廉級の 0 も実線の枠で囲む。
1 丁裏 10行: 中村本は 「 $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\lrcorner}$ を欠く。

2丁裏 3, 4行の間: 東大本と四傳本では 「以左減右」 を欠く。
2 丁裏 6 行: 月華本のみ 「正」 の次に 「之」 が入る。東大本は 「三」 を「二」 と誤まる。

2 丁裏 10行: 松永本のみ 「方」
$\text{。}$

3丁表 1 行: 月華本のみ 「 $\ovalbox{\tt\small REJECT}’$

) 」 が「編 に替り、 「得」 が欠けている。
3 丁表 3 行: 月華本では 「蹄」 が「故」 $\text{、}$ 「之」 が「也」 になっている。
3 丁表 4行: 四軍畑は間違えて 「五」 としている。
3丁表 5 行 月華本は間違えて 「而」 としている。
3丁表 7行 月華本は間違えて 「級」 としている。
4丁表 5行 東大本は一 2 を間違えて 2 としている。
4丁裏 2 行 全集には 「得」 がないが、 この方が良い。
4丁裏 5 行 月華本では 「

$\ovalbox{\tt\small REJECT}\ni$

」 を「故」 $\text{、}$ 「加」 を「如」 と間違えている。
5 丁表 9 $\acute{\mathrm{t}\mathrm{T}}$. 中村本は一 8 と書き間違えている。後に -7 と訂正した赤鉛筆の書き入れがある。
5 丁表 10 行: 月華本のみ「方式」 を欠く。
5 丁裏 2行: 四傳本は間違えて+42 としている。
6丁表 3個: 4 は一 4 の間違いで、東大本と全集では正しく一 4 となっている。
6丁表 7行: 月華本は間違えて 「如」 としている。
6丁裏 1 行右: 四傳本では 「八」 の後の 「 $\circ$二」が無くなっている。
6 丁裏 I 行左: 月華本と四網野では区切りの意味の $\circ$が空白になっている。
6 丁裏 1 行左: 月華本は $\ulcorner_{-}\lrcorner$ を「二」 と間違えている。
6 丁裏 4, 5行の間: 東大本は「以寄左消得籔」 を欠く。
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6丁裏 6 行: 四傳本は聞違えて 「実」 としている。

6丁裏 7 行: 月華本は 「力 $\mathrm{I}$ 」 も「四」 も「如」 に間違えている。

7 丁表 1 行 全集以外はすべて 「列」 とするが、 ここは全集の 「到」が正しい。

7 丁表 2行: 四傳本は間違えて 「減」 としている。

7丁表 4 行 月華本は 「加」 を「如」 に間違えている。

7丁表 5 行: 四日本は問違えて $\ulcorner_{-\mathrm{J}}$ のみとしている。

7 丁表 9行 四傳本は問違えて 「二」 としている。

7丁表 10 行: 月華本は 「反」 を「級」 に間違えている。

7 丁表 10行: 区切りの $\mathrm{O}$を松永本と中村本は空白とし、 月華本と四傳本は間違えて $\ulcorner_{-\lrcorner}$ と

している。

7丁裏 1 行: 中村本のみ「如」。これを鉛筆で 「加」 と改めている。

7 丁裏 2 行: 月華本のみ 「三」が「二」 になっている。

7 丁裏 6 行: 月華本のみ 「如」 になっている。

7 丁裏 10行: 月華本では「同加異減」 となっている。

7丁裏 10行以下: 東大本ではすべての 「箇」 を「個」 としている。

8丁表 2行 月華本は 「商」 を「 $\ovalbox{\tt\small REJECT}’$

」 に間違えている。

8丁表 7 行 月華本は 「如」 を「加」 に間違えている。

8丁表 8行 月華本は 「則」 を「別」 に間違えている。

8丁表 8行 月華本は 「併」 を欠く。

8 丁表 9 行: 松永本は一 18 を 18 に問違えている。
8 丁裏 1 行: 中村本は 8 を 3 に間違えている。
8丁裏 5 行 月華本では実級の 0 が空白になっている。
8丁裏 5行: jffMの今では 45 と書くところに 45 \epsilon Fす算木がある。 松永本と中村本で {よ廉

級と Mの算木を左に寄せて 4 が 1 の位であることを示してい $\text{る}\mathrm{B}_{\backslash }^{\grave{\grave{1}}}\text{月}$ F本と四傳本で {ま 4 の算

木を縦に並べてこれを示そうとしている。但し、 表す数はそれぞれ 4.4 と 54 に間違えている。

8丁裏 8行 松永本は 「所」 を $\mathrm{r}_{\check{T}\rfloor}$ とする。 「所」 と訂正した青鉛筆の書き入れがある。

8 丁表 9 行 松永本は 「干」 を $\text{「}\overline{\tau}$ 」 としている。

9丁表 2 行: 松永本は-9 を 9 と間違えている。
9 丁表 3 行: 中村本は 「二」 と間違えている。後に $\ulcorner_{-}\lrcorner$ と改めた鉛筆の書き入れがある。

9 丁表 4 行: 月華本は廉級の 5 の上に 5 の線が加えられている。

9丁表 6 行 東大本の実級は一 0.742 を表す。

9丁表 9 $\acute{\mathrm{f}}\overline{\mathrm{T}}$. 月華本の等級には一 0 の前にもう一つ 0 がある。肉畜も一 12.8028 力 $\grave{\grave{>}}2$ .8023 ?こ、

廉級も 578 が 573 になっている。松永本の廉級は 478 である。

9丁裏 2 行: 松永本は 「弦」 と書き間違えたのを 「強」 と訂正している。

9T裏 5\sim 8 行: f\exists \Phi 本には 「聖王録 $\text{五}\ovalbox{\tt\small REJECT}$ . . 」から 「 $\text{解}\theta \mathrm{i}$題之法詑」 までの 3 行力 $\mathrm{B}^{\backslash }$ない。

9丁裏 9行: 松永本と中村本では 「中」 $\text{。}$

9 丁裏 10行: 月 $\overline{\not\cong}.\text{本}$には「寛保癸亥四月丙午 $\text{日}$ 写之運 $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{E}$」 $\text{、}$

四傳本には 「 $\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{L}^{\mathrm{j}\mathrm{E}}$戊辰\Lambda 月

丙子日爲之」 という年記がある。

こうしてみると全集は、テキストに関する限り $\text{、決}\backslash$して悪 $\mathrm{A}$ }本ではな $\mathrm{t}_{J^{1_{\mathrm{o}}}}$ 写本に $\nearrow\text{、}\grave{\mathrm{J}}_{\vee}4\neq \mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{i}$する間違

いを $\equiv$-JIljEしているところも少なくない。 しかし、 本文と割注を区男 IJせ夙 元のフォーマットを無

視して四型を#Bj\breve でいるところ $t\mathrm{h}\mathrm{E}$ くない。 われわれの復元本は、 これを $\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}.\mathrm{g}$して中央で $\Re \mathrm{Y}$) 、

袋綴じにすれば元の形がおおよそ再現できるようになっている。
参考のため写照の和算家の師弟関係を図示する。
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ぶ
$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

$\mu_{\grave{\frac{\frac{=}{}}{\acute{\ovalbox{\tt\small REJECT}}}}}$

.

$\overline{\underline{\triangleright\frac{}{\mathrm{o}}\frac{\triangleright}{l}\mathrm{c}\mathrm{o}}}$



193

$\otimes \mathrm{R}$璽躍 $\mathcal{H}$斑’ $\mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{i}\not\in 0\not\in$

膣嚇憂 4

\dashv 坤罠蕪 1
偶 1尺湘煽悩 1尺 1 畢
鞍躍
$\square -$

$\underline{\mathrm{r}}$填紬 1 豊漣
;碑瞬単湘寵岩熊學湘巧漣峰嫁蝋碑睾鱒
譲匝卿聴黒周 $\not\in_{\wedge}’’\backslash \prec$ 田 $\mathrm{t}4\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }^{t}$轟く舷 $\mathrm{E}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\mathrm{O}}$

1

濠 輯

員 $+4\Psi^{\bullet}\mathrm{O}$

姦匝蝉駆轟周 1)

螺三悪擬周 1

$\mathrm{g}.\cross\circ$

$*^{\mathrm{q}}\Pi^{\circ}$

$.\mapsto \mathrm{R}$

$\}4\mathrm{g}_{\text{、}^{}\prime}1\mathrm{O}\acute{-}$ 纏訟 $\mathrm{O}\not\in\Phi||$ 翻

曇
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$\mathrm{R}=0$

$\mathrm{g}^{\mathrm{O}}\mathrm{O}\not\in$

{$\triangleleft \mathrm{o}\grave{\mathrm{f}\mathrm{H}}$

’

匝岬 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 呂 $\mathrm{E}$ く
麟匝餌 $\Phi$ 員砿
麟匝 $\not\in$ 駆員慰
翠驚日図

鱗湘 $\mathrm{r}_{\backslash }^{r}\subset$) $\mathrm{O}$ 鄭睾堤颪四四睾嵩周壁 $\prec\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }’+4\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }^{r}$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }’\wedge\prec\prime \mathrm{E}+4$

$-^{\mathrm{o}}\mathrm{B}^{\triangleright\{}$

$\prec,\mathrm{A}+-\mathrm{g}\prime\prime \mathrm{f}\underline{\mathrm{f}^{\mathrm{g}}}\mu$

$.\mathrm{D}_{\mathrm{q}}\approx 0$

騒 $n$
麟 $\mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{l}_{\backslash }’$ 蝉 $*\mathrm{m}_{-}$ 轟閣 1
匝卿 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 驚固 1

11

$\oplus^{\aleph}\mathrm{n}^{\mathrm{O}}$

忌

$-\prec-^{r}\mathrm{A}\mathrm{f}\mathrm{H}\bullet\bullet\ovalbox{\tt\small REJECT}\prime \mathrm{f}\mathrm{f}\bullet$

嚢 $\mathrm{R}\{\S \mathrm{r}$

$+^{\mathrm{O}}4$

麟

$\wp$ 翠

$\ovalbox{\tt\small REJECT} 11).,\mathfrak{M}’\alpha_{\not\in}^{\backslash }$

$11$

駆縣蕪思豊 $\Phi\uparrow \mathfrak{n}*$

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$照湘 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$」$\mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{i}’\backslash \mathrm{P}_{\mathrm{h}}$ 禽 $\mathrm{f}\mathrm{H}\mathrm{r}_{-\mathrm{A}}^{-<}\bullet$, 頼皿」」麟蘇 $\models_{\backslash *}^{\mathrm{g}_{-}}\mathbb{R}r$
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製 $\mathrm{H}_{\mathrm{R}}^{\theta}$ ff $\mathrm{r}_{\backslash }’\subset|\mathfrak{Q}:\wp \mathrm{O}*-\mathrm{f}\mathrm{l}\mathrm{m}\phi \mathrm{f}\mathrm{l}\mathbb{H}_{\mathrm{f}}^{\mathrm{s}}\mathrm{f}\mathrm{l}\mathrm{H}\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }*\mathrm{r}’$

}
$\mathrm{H}\alpha_{=}$

}
$\Xi \mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{l}_{\backslash }’$ 蝉暇 $\varphi_{\mathrm{t}}\mapsto \mathrm{m}\mathfrak{B}’-\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\mathrm{Y}}^{\mathrm{g}}\mathrm{f}\mathrm{l}\mathrm{H}\mathfrak{B}_{\backslash }^{\wedge}r,\bullet\Phi\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 紘 $\backslash \acute{}\mathrm{m}\mathrm{l}\mathrm{p}\bullet$

.

$\ovalbox{\tt\small REJECT}$

壕碑
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5. 終わりに

他人が作った校訂本の欠陥をあげつらうのは簡単である。 しかし、 いざ自分で作ってみると、

これはいつまでも完成させることのできない仕事であることに気付く。 われわれが校訂の指針と
したのは、岩波書店が出版した第五次『漱石全集 $\Delta$ の校訂作業を記録した小宮豊隆氏のノートと、
その後の岩波『漱石全集』の校訂を批判して自ら新しい『漱石全集 $\Delta$ を発表している山下浩氏の

著書『本文の生態学 一漱石・鴎外・芥川 $\mathrm{g}$ (日本エディタースクール出版部, 1993) であっ

た。 どちらの校訂作業も、残っている原稿、初出誌、 その後の出版全ての異同を書き出して表に
する。 そして、 その中から正しいと思われるものを選び出すのであるが、岩波の場合は、簡単な

ものは事務的に処理し、難しいものは小宮氏の判断に委ねたことが読み取れる。 山下氏はそれぞ
れの版には固有の偏りがあるので、 まずそれを発見して補正する。次に意味の似た言葉の使い分

けに注意して、法則を見いだす。 これに反するものがあれば、口入の手が加わったと判断して訂

正するというものだったと記憶する。漱石の時代の新聞社や出版社には著者より高い見識を持つ
と自負した校正者がいて文字や言葉遣いの訂正をしたようであるから、 これが著者の意思に反す
るものであれば元に戻す必要がある。 しかし、 この人たちのおかげで今日の日本語ができあがっ

たという一面もあるから、一概にはいえない所がある。
それはともかく、 われわれの場合には、 この他、 数学として正しいかどうかという強力な基準

がある。 しかし、 これも原著者が間違えている場合があるので、気を付けなければならない。 わ

れわれが研究を始めた頃はテキストの数学的な誤りはその都度訂正するようにしていたのである
が、 今では訂正しない方が正しい校訂であると思うようになっている。
今回の校訂ではある範囲の本を全数調査したが、 実際の校訂作業に入る前にプレスクリーニン
グして少数の本のみを実際の作業に使用した。 これは有効な方法であったと思う。前回の「解馬

銭之法」 の校訂記録が半ページで済んだのに、今回の「解見題之法」 「誓事題之法」ではそれぞ
れ 2ページ近く使っているのは、対象とする本の数を 4 から 5 に増やしたことに主な原因がある。
そうしても、 でき上がった校訂本の質が倍増したとは言えない。前回の「解伏題之法」でも、世

の中に残る本の 95%以上はこの校訂本の写しの範囲に納まるだろうと、私は思っている。
ところで、校訂者が決意をもって臨めば、校訂本のテキストそのものは案外早くできる。 しか

し、 それを印刷、 公表できる形にもってゆくのは大変である。 JIS規格の第 1 第 2水準に収まら
ない字体が必要なことは前にも述べた。他方、使える字体が増えると、 異体字の中でどれを正字
として選ぶかという悩みを抱えることになる。姶めは同時代の中国の標準である康煕字典の字体
を使えばよいと単純に考えていて、 実際、 明治に刊行された康煕字典を買ってきたのであるが、
これがはなはだ使い難い代物でどうしても使いこなせなかった。 代わって 2000年に出版された
漢和辞典「全訳漢辞海」 を使うことにして今日に至っている。 この辞典では、 つながった草冠

$\ulcorner_{\mathrm{m}}\lrcorner$ を正字にするなど多少の違いはあるが、 大体は康煕字典に従って正字を定めている。 しか

し、 これも忠実に従えば簡単に印刷できない字形になってしまうことがある。 例えば「異」 は

「共」 の上が切れて $\ulcorner_{rightarrow\lrcorner}$ となっているものが正字というのであるが、 いまのところ $\mathrm{G}\mathrm{T}$ フォン

ト以外では打ち出せない。楷書はもともと三代に字形が定まったというのに、康煕字典の字体は
隷書、 纂書以前に範を求めている。清道光琳の時代に出版された宜亀戸叢書には算書が多く入っ
ているが、採用されている字体は康煕字典のものとは違う。 というわけで悩みは尽きない。

東北大学付属図書館の全数調査が可能となったのは小田忠雄氏が館長時代に作られた和漢古典
書昌録のおかげである。実際の調査では米沢誠氏に協力していただいた。宮城県図書館の調査で
は土倉保先生のご紹介がありがたかった。先生には松永本「解見題」の最後の一行も読んでいた
だいた。 もっと読めない松永本「解隠題」の最後の一行は、小林ミリさんが解読して下さった。
九州大学付属図書館の調査は吉川敦氏のご紹介による。 以上の方々に厚くお礼申し上げたい。


